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1.1 着眼点①

鉄道の利用目的地 自宅

イグレス距離が大きいと、鉄道よりも自動車を選択するのではないか？

大変💦

楽チン♪

仮説



1.2 着眼点②

イグレス距離は交通手段選択

に影響を及ぼすのではないか？

ある距離から自動車での移動

を選び始める？

鉄道を選択する一つの傾向を

つかめるのではないか。 まず
「ある距離」
を知りたい



2.1 基礎分析の方針①(閾値を設定し求める)

 自動車を選択し始めるイグレス距離を「閾値」と設定

効用関数の変数の一つにイグレス距離を用いる。

イグレス距離を𝑥の式で表し、閾値を求めようと試みた。
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イグレス距離の式

𝑒𝛽𝑥 、 𝛽𝑥 ？

例：

しかし、イグレス距離がどのような関数で表すことができるか分からず極めて困難



2.1 基礎分析の方針②(閾値を設定し求める)

• 自動車を選択し始めるイグレス距離を「閾値」と設定

（イグレス距離が大きくなれば実際に自動車を選択するのかも確認）

• 自動車と鉄道の代表交通手段分担率とイグレス距離の関係のグラフを比較

• グラフ上で自動車が鉄道を上回る時の大体のイグレス距離を求める



3.1 基礎分析①
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閾値は940mでよい？



3.2 基礎分析②
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閾値＝940mとし、イグレス閾値ダミーを設定

イグレス閾値ダミー→イグレス距離が0m～940mの場合に1となるダミー変数



4. モデル案（MNLモデル）
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5. MNLモデルの推定結果

パラメータ t値

定数項(電車) 2.44 8.09 **
定数項(バス) 0.27 1.13 
所要時間(100分) -11.68 -14.70 **
費用(100円) 0.04 1.07 
イグレス距離閾値ダミー 0.43 2.27 **
男性ダミー 0.66 3.21 **
サンプル数 1081
初期尤度 -797.41 
最終尤度 -496.89 
決定係数 0.377 
修正済み決定係数 0.369 

 イグレス距離が970m以内であれば効用が向上、鉄道を利用するという結果に
 イグレス距離の閾値は検証の結果、970mにすると有意性が高いことが分かったｓ
 自動車を選択するのは男性が多いという結果に


